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11
月
に
臨
時
会
が
２
回
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
２
件
、
契
約

議
決
１
件
の
上
程
が
あ
り
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
議

会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
Ｐ
12
参
照
）

ま
た
、
12
月
定
例
会
が
12
月
６
日
か
ら
21
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
改
正
６
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
３
件
、
特
別
会

計
お
よ
び
企
業
会
計
補
正
予
算
５
件
が
上
程
さ
れ
、全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
は
３
件
提
出
が
あ
り
、
内
１
件
を
採
択
し
、
議
会
と
し
て
意
見
書

を
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金(

所

得
制
限
な
く
10
万
円
給
付)

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事

業
・
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
関
係
事
業
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
関
係
事
業
・
町
道
路
整
備
事
業
な
ど
で
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託

を
し
て
審
査
を
行
っ
た
後
、
本
会
議
に
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

社会資本総合整備(歌詰橋橋梁補強・補修工事)
　　……………………………………………１億3,950万円
※�第3回臨時会において歌詰橋橋梁補修・補強工事請負契約の変更を議決。
　変更後の契約金額は4億3,453万4,100円になりました。
日栄のさと施設整備………………………………… 737万円
日栄小学校および愛里保育園施設の空調機器改修に伴う設計費

総額　１億4,687万円を増額

11月・12月

定例会・臨時会の
あらまし

11月臨時会　補正予算

第２回臨時会(11月12日開催)�一般会計(第４号)�1億3,950万円増額
第３回臨時会(11月30日開催)�一般会計(第５号)���������737万円増額�

※金額は千円以下切り捨て

の主な内容歳 出

子育て世帯への臨時特別給付金事業……………１億4,055万円
住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業… …………8,295万円
新型コロナウイルスワクチン接種体制関係事業………4,861万円
保育士等人材紹介料支援事業… …………………… 135万円
ふるさと納税に係る関係事業… ………………３億8,295万円
町道路整備事業………………………………………1,968万円
福祉医療助成事業…………………………………… 850万円
障害者自立支援給付事業… …………………………1,728万円
障害児入所給付費等事業… ………………………… 413万円

総額　６億6,875万円を増額

12月定例会　補正予算

一般会計
　　　(第６号)　　7,582万円増額　　(第７号)4億4,524万円増額
　　　(第８号)1億4,768万円増額�

の主な内容歳 出

※金額は千円以下切り捨て
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令和４年２月25日発行



子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

 

問　
12
月
議
会
初
日
の
先
行
給
付
分(

現
金
１
人
5
万
円)

の
予
算
説
明
で
は
、
後
の
ク
ー
ポ
ン
分
5
万
円
は
国
の
施

策
と
し
て
国
が
示
す
内
容
に
基
づ
き
事
業
実
施
し
て
い
く

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
今
回
、
所
得
制
限
を
せ
ず
全
員
に

現
金
一
括
で
10
万
円
給
付
に
し
た
説
明
を
。

 

答　
国
か
ら
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
一
括

10
万
円
で
支
給
す
る
こ
と
が
事
業
の
目
的
、
質
的
に
最
善

で
あ
る
と
私(
町
長)
は
判
断
し
、
決
断
し
た
。
所
得
制
限

対
象
者
と
し
て
は
45
人
分
を
み
て
い
る
。

 

問　
給
付
は
、
児
童
手
当
の
対
象
者
は
は
っ
き
り
し
て
い

る
が
、
高
校
生
世
代
等
の
人
は
申
請
を
し
な
い
と
受
け
ら

れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
、
そ
う
い

う
対
象
者
に
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

 

答　
高
校
生
世
代
は
２
３
８
人
を
見
込
ん
で
い
て
、
公
務

員
も
申
請
が
必
要
で
30
世
帯
ほ
ど
あ
る
。
個
別
通
知
を
考

え
て
い
て
、
そ
の
後
は
広
報
等
で
丁
寧
な
周
知
に
努
め
て

い
き
た
い
。

子育て世帯への臨時特別給付金事業…1億4,055万円
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなかで、子どもたちを力強く支援し、その
未来を拓く観点から、子育て世帯を支援する取組の一つとしてお子さん１人当たり10万円相
当の臨時特別給付を行う事業。豊郷町では現金５万円の先行給付に加え、残りについても現
金での支給とし、併せて10万円を一括支給 （豊郷町では町独自施策として所得制限を設けず
全員に支給）となった。1,370人分を予算確保。

主な質疑応答主な質疑応答
町
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

 

問　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
に
関
す
る
説
明
が
12
月
２
日
の

全
員
協
議
会
で
突
然
あ
っ
た
。
現
在
設
置
さ
れ
て
あ
る
信

号
機
も
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
あ
の
道
に
そ

ん
な
こ
と
が
必
要
な
の
か
。

 

答　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
工
事
は
県
と
愛
荘
町
と
が
計
画

し
て
実
施
さ
れ
る
工
事
。
今
回
は
、
用
地
買
収
さ
れ
る
土

地
が
当
町
の
吉
田
秦
荘
線
歩
道
設
置
工
事
を
行
う
土
地
と

同
筆
の
た
め
、
県
の
鑑
定
額
に
合
わ
せ
て
同
時
に
用
地
買

収
に
行
き
た
い
の
で
関
係
す
る
予
算
を
計
上
し
た
。

12月定例会で提案された補正予算から紹介

住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業…8,295万円
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、生活・暮らしの支援として住民税非課
税世帯等に対して、１世帯あたり10万円を給付する。765世帯分を予算確保。

町道路整備事業…1,968万円
　町道の整備・修繕工事を行うもので、補
正の内訳は安食南瓜生津線道路改良工事、
高野瀬宮ノ西団地横道線道路改良工事、吉
田秦荘線ラウンドアバウト工事に伴う用地
買収等関係に係る予算。
　議会最終日にこの予算の内、ラウンドア
バウト工事関係の予算500万３千円を削減
する修正案が動議として提出されました。

（修正案関係についてはP7に記事掲載。) ラウンドアバウト工事が予定されている「目加田南」の交差点ラウンドアバウト工事が予定されている「目加田南」の交差点
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文
教
民
生
常
任
委
員
会

議
第
63
号　
豊
郷
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

【
改
正
内
容
】　
税
制
改
正
に

よ
る
国
外
居
住
者
に
対
す
る

扶
養
控
除
見
直
し
に
伴
い
、

住
民
税
に
お
い
て
も
均
等
割

お
よ
び
所
得
割
の
非
課
税
範

囲
の
改
正
を
行
う
。
ま
た
、

特
定
公
益
増
進
法
人
等
が
自

ら
の
出
資
業
務
に
充
て
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
寄
付
は
寄

付
金
税
額
控
除
の
対
象
か
ら

除
く
改
正
。

議
第
74
号　
令
和
３
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

問　

委
託
料
で
浄
水
場
緊
急

対
応
業
務
が
38
万
８
千
円
増

額
と
あ
る
が
、
緊
急
対
応
の

説
明
を
。

答　

浄
水
場
で
機
器
異
常
や

防
犯
セ
ン
サ
ー
の
反
応
等
が

あ
れ
ば
、
緊
急
連
絡
と
し
て

業
者
と
担
当
課
職
員
の
携
帯

に
音
声
通
話
で
連
絡
が
入
り

対
応
を
す
る
も
の
で
、
年
間

42
回
分
を
み
て
い
た
が
上
回

っ
た
た
め
補
正
を
し
た
い
。

 

議
第
75
号　
令
和
３
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

問　

弁
護
士
着
手
金
と
あ
る

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
。

答　

道
路
側
溝
蓋
の
隙
間
に

杖
が
挟
ま
り
転
倒
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に

対
す
る
弁
護
士
着
手
金
で
、

損
害
賠
償
請
求
額
の
10
％
プ

ラ
ス
消
費
税
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
話
し
合
い
の
最

中
で
、
豊
郷
町
と
申
立
人
と

県
が
そ
れ
ぞ
れ
調
停
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
整
え
ば

和
解
調
停
で
終
了
に
な
り
ま

す
。

問　

そ
の
場
所
に
は
町
と
し

て
何
ら
か
の
対
応
は
し
て
あ

る
の
か
。

答　

既
製
品
を
買
っ
て
取
り

付
け
て
い
る
だ
け
で
元
々
付

い
て
あ
る
穴
な
の
で
、
構
造

物
と
し
て
何
か
壊
れ
て
異
常

が
あ
る
と
い
う
状
況
で
は
な

い
た
め
、
県
で
も
修
繕
の
必

要
は
な
い
と
い
う
判
断
に
な

っ
て
い
ま
す
。

問　

今
回
、
流
域
下
水
道

管
理
運
営
費
の
維
持
管
理
負

担
金
を
２
０
９
万
円
余
り
補

正
す
る
こ
と
の
説
明
を
。

答　

当
初
見
込
み
よ
り
も
現

時
点
で
汚
水
量
が
約
19
万
ト

ン
多
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

増
額
で
す
。
終
末
処
理
場
に

流
し
て
い
る
各
市
町
の
報
告

量
と
、
終
末
処
理
場
で
測
っ

た
量
に
差
が
出
て
い
る
た
め

で
、こ
の
差
が
不
明
水
で
す
。

雨
水
が
流
入
し
て
き
て
い
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　

流
域
全
体
で
の
対
策
、

検
討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

不
明
水
対
策
委
員
会
と

い
う
の
を
県
が
立
ち
あ
げ
て

い
て
、
各
市
町
が
集
ま
っ
て

流
域
で
の
対
策
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
か
検
討
し
て
い

ま
す
。

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

議
第
67
号　
豊
郷
町
特
定
教

育
・
保
育
施
設
お
よ
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

問　

町
外
の
対
象
施
設
の
利

用
状
況
は
。

答　

昨
年
度
が
1
名
、
今
年

度
が
4
名
で
す
。

問　

町
内
保
育
園
で
入
所
で

き
な
か
っ
た
子
ど
も
達
へ
の

対
応
は
。

答　

保
育
所
に
空
き
が
出
た

場
合
、
年
度
途
中
で
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

議
第
68
号　
豊
郷
町
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
お
よ
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

問　

地
域
型
保
育
事
業
の
概

要
は
。

答　

Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
の

3
種
類
で
、
町
に
認
可
申
請

が
上
が
っ
た
時
の
基
準
な
ど

で
す
。

議
第
71
号　
令
和
3
年
度
豊

郷
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）

問　

今
回
の
補
正
の
背
景
に

あ
る
高
額
療
養
費
増
と
疾
病

の
状
況
は
。

答　

が
ん
が
若
干
伸
び
が
減

っ
て
、
一
方
で
糖
尿
病
系
疾

患
と
高
血
圧
系
疾
患
、
脳
血

管
疾
患
が
か
な
り
伸
び
て
い

ま
す
。

議
第
72
号　
令
和
3
年
度
豊

郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

問　

介
護
基
金
積
立
金
の
予

算
減
額
の
背
景
は
。

答　

前
年
度
会
計
で
低
所
得

者
保
険
料
負
担
金
の
も
ら
い

過
ぎ
た
分
を
国
に
返
還
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
今
年

度
会
計
で
の
介
護
基
金
積
立

て
増
額
予
算
を
減
額
し
て
充

当
し
た
た
め
で
す
。

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

議
題
73
号　
令
和
3
年
度
豊

郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）

問　

現
時
点
の
豊
郷
町
の
75

歳
以
上
人
口
は
。

答　

11
月
末
で
８
８
９
名
で

す
。

問　

窓
口
負
担
の
２
割
化
が

実
施
さ
れ
る
と
高
齢
者
の
受

診
抑
制
が
心
配
で
す
が
い
か

が
か
。

答　

こ
の
制
度
は
国
の
法
制

化
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
知
事
会
、
同
市
長
会
、

同
町
村
会
や
全
国
医
師
会
な

ど
か
ら
激
変
緩
和
や
受
診
抑

制
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ

た
り
、
そ
の
他
の
団
体
か
ら

も
意
見
が
上
が
っ
て
い
る
現

状
で
す
。

採
決
結
果　

賛
成
多
数
（
可
３
：
否
1
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
、福
祉
、衛
生
、医
療
、戸
籍
、年
金
に
関
す
る
こ
と

行
財
政
、総
務
、人
事
、農
業
、商
工
業
、観
光
、建
設
、

上
下
水
道
、公
営･

改
良
住
宅
、人
権
に
関
す
る
こ
と

委員会 Report

レ
ポ
ー
ト
作
成：今
村
恵
美
子 

委
員
長

レ
ポ
ー
ト
作
成：西
澤
清
正 

委
員
長
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
予
算
、決
算
に
関
す
る
こ
と

問　

粗
大
ゴ
ミ
の
業
務
で
委

託
料
を
４
５
２
万
３
千
円
増

額
に
至
っ
た
背
景
を
説
明
し

て
下
さ
い
。

答　

２
月
、
３
月
に
あ
り
ま

す
粗
大
ゴ
ミ
回
収
に
つ
き
ま

し
て
も
同
程
度
出
る
と
見
込

み
、
不
足
分
を
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

問　

分
別
方
法
が
十
分
に
出

来
て
い
る
の
か
、
出
来
て
い

な
い
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
の

対
処
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
。

答　

業
者
が
来
る
前
に
役
場

の
職
員
が
行
き
ま
し
て
、
分

別
違
い
や
出
し
て
は
い
け
な

い
も
の
は
除
き
、
業
者
の
方

に
処
理
の
方
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

問　

分
別
違
い
、
出
し
て
は

い
け
な
い
も
の
の
量
は
ど
の

ぐ
ら
い
あ
る
か
。

答　

１
割
弱
で
少
な
い
と
思

い
ま
す
。

問　

需
用
費
の
中
の
燃
料
費

は
、
灯
油
の
高
騰
な
ど
を
鑑

み
て
出
さ
れ
た
も
の
か
。

答　

原
油
の
高
騰
に
よ
る
燃

議
第
70
号　
令
和
３
年
度
豊

郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

問　

地
域
づ
く
り
推
進
事
業

費
の
補
正
後
の
財
源
内
訳

で
、
一
般
財
源
が
１
億
３
，

２
９
５
万
円
は
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
基
金
の
返
礼
品
と

い
う
説
明
で
す
が
、
今
年
度

は
、
ど
の
よ
う
な
返
礼
品
が

多
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

答　

主
に
は
お
米
と
お
肉
が

あ
り
、
お
肉
が
大
変
好
評
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

問　

概
算
的
に
こ
こ
ま
で
で

ど
れ
く
ら
い
の
キ
ロ
数
が
そ

れ
ぞ
れ
の
返
礼
品
と
し
て
使

わ
れ
て
あ
る
の
か
。

答　

４
月
か
ら
現
在
ま
で
で

約
１
万
４
千
件
、
米
が
約
２

千
件
入
っ
て
い
ま
す
。
肉
の

内
訳
は
把
握
出
来
て
お
り
ま

せ
ん
。
後
ほ
ど
資
料
を
提
出

し
ま
す
。

料
代
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

問　

農
業
振
興
費
の
中
で
負

補
交
に
機
構
集
積
協
力
金
47

万
９
千
円
の
件
数
と
し
て
何

件
と
集
積
が
出
来
た
の
か
、

そ
の
中
身
、
内
訳
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　

今
年
度
の
件
数
は
３
件

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
３
件

で
３
・
２
㌶
の
集
積
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

問　

集
積
協
力
金
の
お
支
払

は
、
ど
う
い
う
計
算
で
ど
れ

だ
け
支
払
っ
て
い
る
の
か
。

答　

自
作
地
を
10
㌃
未
満
だ

け
残
さ
れ
た
方
で
、
中
間
管

理
機
構
を
通
じ
て
今
回
、
農

地
の
方
を
預
け
ら
れ
た
方
に

お
支
払
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
10
㌃
当
た

り
１
万
５
千
円
を
お
支
払

し
、
上
限
額
と
し
て
は
１
戸

当
た
り
50
万
円
が
上
限
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

問　

町
道
路
整
備
事
業
費
の

内
訳
と
、
公
有
財
産
購
入
費

で
４
８
０
万
円
で
５
０
０
㎡

を
買
う
と
い
う
事
で
す
が
、

こ
の
値
段
は
こ
れ
か
ら
鑑
定

に
入
る
の
か
。
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
は
来
年
度
県
が
予
算

化
し
、
事
業
費
に
対
し
て
町

の
負
担
割
合
は
、
一
般
的
に

払
う
額
は
ど
れ
く
ら
い
な
の

か
。

答　

工
事
請
負
費
に
つ
き
ま

し
て
は
、
安
食
南
瓜
生
津
線

道
路
改
良
工
事
で
側
溝
と
舗

装
を
直
す
費
用
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
公
有
財
産
購
入
費
に

つ
き
ま
し
て
の
下
が
り
幅
に

つ
い
て
は
鑑
定
を
県
が
出
さ

れ
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ

町
と
し
て
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
一
般
的
な
改
築
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
事
業
費
の
15

％
で
す
。

問　

町
道
名
神
国
八
線
は
前

期
２
０
２
２
年
で
完
了
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
完
了
の

意
味
は
。

答　

令
和
４
年
度
に
完
成
を

目
指
し
て
い
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

問　

教
育
費
国
庫
補
助
金
の

増
額
は
、
特
別
な
事
業
が
追

加
さ
れ
た
の
か
。

答　

三
校
へ
の
コ
ロ
ナ
対
策

の
補
助
金
で
上
限
５
万
円
×

３
校
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

保
育
士
等
人
材
紹
介
料

支
援
事
業
補
助
金
は
、
年
度

途
中
で
利
用
し
た
い
と
い
う

こ
と
な
の
か
。
今
年
度
で
人

材
派
遣
を
頼
ん
で
入
っ
て
い

る
人
数
は
町
立
と
民
間
と
合

わ
せ
て
何
名
か
。

答　

崇
徳
保
育
園
で
５
名
で

ご
ざ
い
ま
す
。

問　

５
名
と
い
う
の
は
、
人

材
派
遣
の
人
た
ち
が
途
中
で

や
め
る
傾
向
が
あ
る
の
か
、

追
加
２
名
に
な
っ
て
い
る
の

か
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

答　

退
職
、
産
休
等
々
が
あ

り
、
10
月
に
３
名
追
加
で
相

談
を
受
け
て
、
合
計
５
名
と

い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

委
託
料
に
つ
い
て
、
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
２
年
連
続
や

っ
て
な
い
わ
け
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
良
い
思
い
出
、
良

い
ふ
れ
あ
い
が
出
来
た
ら
い

い
か
な
あ
と
思
う
の
で
す

が
。

答　

園
と
協
議
し
な
が
ら
決

定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
来
年
以
降
、
前
向
き
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　

教
育
振
興
費
は
減
額
補

正
で
大
学
生
等
就
学
継
続
給

付
金
と
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
人
数
と
、
申
請
し
な
か

っ
た
方
の
実
情
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

答　

当
初
予
算
で
１
５
０
名

企
画
振
興
課

住
民
生
活
課

保
健
福
祉
課

産
業
振
興
課

地
域
整
備
課

教
育
委
員
会

分
の
予
算
を
見
て
お
り
、
申

請
の
あ
っ
た
実
績
が
１
４
８

名
申
請
さ
れ
、
従
い
ま
し
て

２
名
、10
万
円
の
減
額
で
す
。

問　

備
品
購
入
費
、
追
加
分

の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

答　

机
と
足
台
、
ま
た
多
目

的
リ
ハ
ビ
リ
ボ
ー
ド
を
令
和

４
年
４
月
の
入
学
用
に
購
入

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

問　

中
学
校
管
理
費
は
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
負
担
金
の

増
額
分
で
す
が
、
こ
の
増
額

分
を
入
れ
て
、
今
年
度
の
豊

郷
の
中
学
校
給
食
の
負
担
金

は
総
額
い
く
ら
に
な
る
の
で

す
か
。

答　

２
，３
４
６
万
５
千
円

で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

豊
栄
の
さ
と
施
設
費
の

修
繕
料
に
つ
い
て
背
景
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

答　

７
月
28
日
に
館
内
の
消

防
用
設
備
点
検
の
方
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
不
良
箇
所
の

修
繕
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

採
決
結
果　

賛
成
多
数
（
可
６
：
否
４
）

委員会 Report

レ
ポ
ー
ト
作
成：中
島
政
幸 

委
員
長
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（○は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ裁決に加わる）

議案審議

 令 和 ３ 年 12 月 定 例 会 　 全 員 賛 成
議第63号 豊郷町税条例の一部を改正する条例案
議第64号 豊郷町国民健康保険条例の一部を改正する条例案
議第65号 豊郷町個人情報保護条例の一部を改正する条例案

議第66号 豊郷町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例案

議第67号 豊郷町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案
議第68号 豊郷町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案
議第69号 令和３年度豊郷町一般会計補正予算（第６号）
議第71号 令和３年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議第72号 令和３年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
議第74号 令和３年度豊郷町水道事業会計補正予算（第２号）
議第75号 令和３年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第２号）
請願第3号 コロナ禍による米価下落の対策を求める請願
議第76号 令和３年度豊郷町一般会計補正予算（第８号）

 令 和 ３ 年 12 月 定 例 会
 賛 否 が 分 か れ た も の

議員名
結果日

比
野

辻　
本

中　
島

村　
岸

前　
田

高　
橋

西
澤

（博）

鈴　
木

西
澤

（き）

今　
村

河　
合

議第70号
令和３年度豊郷町一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 〇 〇 〇 ☒ ◦ × 〇 × ー 可決
修　　正　　案 × × × × × 〇 × ◦ × 〇 ー 否決

議第73号 令和３年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × ー 可決

意見書第2号 コロナ禍による米価下落の対策を求める意見
書案 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

請願第4号 高齢者の命・健康・人権を脅かす75才以上医療
費窓口負担２割化中止を求める請願 ☒ × × × × 〇 × 〇 × ◦ ー 不採択

請願第5号 沖縄戦戦没者の遺骨などを含む土砂を埋め立
てに使用しないよう求める請願 × × × × × 〇 × ◦ × 〇 ー 不採択

令和３年11月　第２回臨時会 (11月12日開催) 議員名
結果日

比
野

辻　
本

中　
島

村　
岸

前　
田

高　
橋

西
澤

（博）

鈴　
木

西
澤

（き）

今　
村

河　
合採  決  結  果

議第60号 令和３年度豊郷町一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 × ◦ ☒ 〇 × ー 可決

令和３年11月　第３回臨時会 (11月30日開催) 議員名
結果日

比
野

辻　
本

中　
島

村　
岸

前　
田

高　
橋

西
澤

（博）

鈴　
木

西
澤

（き）

今　
村

河　
合採  決  結  果

議第61号 歌詰橋橋梁補修・補強工事請負契約の変更に
つき議決を求めることについて ◦ 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 ☒ ー 可決

議第62号 令和３年度豊郷町一般会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

第
２
回
臨
時
会

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

こ
れ
ま
で
全
員
協
議
会
で
３
回
の

説
明
が
あ
り
理
解
さ
れ
た
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
も
危
険
な
橋
に
つ
い
て

は
早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
、
賛
成
と
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
西
澤
博
一
）

歌
詰
橋
の
追
加
工
事
費
が
約
１
億

２
，
７
０
０
万
円
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
町
負
担
分
が
補
正
提
案
さ

れ
た
が
、
県
の
瑕
疵
負
担
責
任
を
追

及
し
て
県
に
も
応
分
負
担
を
求
め
、

そ
れ
以
降
に
提
案
す
べ
き
。

反
対
討
論
（
鈴
木
勉
市
）

第
３
回
臨
時
会

　
歌
詰
橋
橋
梁
工
事
変
更
契
約

工
法
が
変
わ
っ
て
費
用
が
増
額
に

な
っ
た
こ
と
の
報
告
が
遅
れ
た
と
い

う
過
失
は
あ
る

が
、
橋
の
強

度
・
安
全
性
を

保
つ
た
め
に
図

ら
れ
た
も
の
で

問
題
な
い
。
陳

情
に
よ
り
町
の

負
担
は
２
，
７

０
０
万
円
で
止

ま
り
賛
成
と
す

る
。 賛

成
討
論
（
日
比
野
雄
二
）

町
と
県
は
設
計
前
の
段
階
で
試
掘

し
な
か
っ
た
た
め
変
更
設
計
を
２
回

行
い
、
町
民
に
多
額
の
損
害
を
与
え

た
点
で
責
任
は
重
大
。
町
は
責
任
回

避
し
て
お
り
、
法
に
鑑
み
て
も
適
法

と
い
え
な
い
。

反
対
討
論
（
今
村
恵
美
子
）

私はこう判断
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ラウンドアバウト
設置交差点

（目加田南の交差点）

岩倉川橋岩倉川橋

吉田橋吉田橋

目
加
田
西
橋

目
加
田
西
橋

新
吉
田
橋

新
吉
田
橋

岩
倉

川

岩
倉

川

吉田公民館吉田公民館

目
加
田
橋

目
加
田
橋

吉
田
草
の
根
ひ
ろ
ば

吉　 田

新型コロナウイルスの感染拡大による需要の減少で2020年産米の過大な流通在庫が発
生しました。しかし、政府の打ち出した36万ｔの上乗せ「減反」をほぼ達成したにもか
かわらず、2021年産米の市場価格は大幅に下落しました。

コロナ禍の需要減少による「過剰在庫」分は、国が責任をもって市場隔離すべきであり、
その責任を生産者・流通業者に押し付けることは許されません。政府による緊急買入な
ど特別な隔離対策が絶対に必要です。

政府は、「市場隔離と同等の効果を持つ」対策として、「米穀周年供給・需要拡大支援
事業」の20年産米37万ｔの中から15万ｔを特別枠として支援するとしています。しかし、
15万ｔの販売が22年11月以降に先送りされても、古古米として安い主食用米が出回る
ことになります。

同時に、ミニマムアクセス輸入米は、毎年77万ｔも輸入されています。国内消費量は
ミニマムアクセス米輸入開始以来の26年間で4分の3に減少したにもかかわらず、一切見
直されていません。せめて、バター・脱脂粉乳並みにミニマムアクセス米の輸入数量を
調整するなど、国内産米を優先することが必要です。

全国各地で取り組まれている食料支援には、収入減で「一日一食」に切り詰めるなど、「食
べたくても食べられない」方が多数訪れ、米をはじめとする食料配布が歓迎されています。
買い入れた米を政府の責任で困窮する国民に提供することが、今こそ求められています。

コロナ禍という、かつて経験したことのない危機的事態のなかで、農業者の経営と地
域経済を守るためには、従来の政策的枠組みにとらわれない対策が求められます。

以上の趣旨から、政府におかれましては下記事項を措置されるよう強く求めます。

記
１　 コロナ禍の需要減少による過剰在庫を政府が緊急に買入れ、米の需給環境を改善し、

米価下落に歯止めをかけること。
２　 政府が買い上げた米をコロナ禍などによる生活困窮者などへの食糧支援で活用する

こと。
３　 外国産米(ミニマムアクセス米)の輸入について当面、国産米の受給状況に応じた数

量調整を実施すること。
　　　以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出します。

　　　　　　令和3年12月21日
滋賀県犬上郡豊郷町議会

議長　河 合　勇

衆議院議長　　様
参議院議長　　様
内閣総理大臣　様
財務大臣　　　様
総務大臣　　　様
農林水産大臣　様

コロナ禍による米価下落の対策を求める意見書

　
議
第
70
号
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）に

対
し
て
今
村
恵
美
子
議
員
ほ
か
か
ら
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
は
今
後
の
感
染
対
策
に
必
要
な

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
確
保
や
福
祉
医
療
費
助

成
事
業
な
ど
。
ま
た
吉
田
秦
荘
線
の
改
修
工
事

は
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
に
付
随
し
て
県
工
事
に

同
調
す
る
必
要
が
あ
る
。
町
民
の
安
全
安
心
の

た
め
の
補
正
予
算
と
考
え
賛
成
す
る
。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
（
西
澤
博
一
）

今
回
、
愛
荘
町
目
加
田
か
ら
吉
田
地
先
交

差
点
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
事
業
に
関
係
す
る

予
算
と
し
て
5
0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
議
員
に
は
寝
耳
に
水
の
進
め
方
で
議
会
軽

視
。
県
は
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
に
伴
う
交
差
点

事
業
費
だ
け
で
約
１
億
円
の
予
定
と
い
い
、
こ

の
工
事
の
延
長
線
上
に
は
町
単
独
事
業
の
歩
道

設
置
事
業
と
し
て
約
５
億
7
0
0
0
万
円
の
土

木
事
業
予
定
が
判
明
し
た
。

信
号
機
を
撤
去
す
る
こ
と
で
今
後
事
故
が
起

き
な
い
か
の
懸
念
も
あ
り
、
全
町
民
的
理
解
を

得
ら
れ
る
事
業
か
を
含
め
、
一
旦
白
紙
に
戻
し

て
慎
重
に
論
議
す
べ
き
。

原
案
に
対
す
る
反
対
討
論
（
高
橋
直
子
）

修
正
案
は
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
関
連
予
算
の

み
を
原
案
か
ら
削
除
し
た
も
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ

今
あ
る
信
号
機
を
撤
去
し
て
ま
で
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

む
し
ろ
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
え
る
の
で
は

と
心
配
が
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
費
を
削
除
す

る
こ
と
が
町
民
の
利
益
に
叶
う
も
の
と
考
え
反

対
と
し
ま
す
。

修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
（
鈴
木
勉
市
）

　
請
願
第
3
号
の
提
出
を
受
け
て
、
議
長
は
所
管

の
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
請
願
に
対
す
る
質
疑
の
あ
と
、
賛

成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

米
政
策
に
よ
っ
て
米
の
価
格
が
下
が
る
一
方
、
燃

料
代
や
肥
料
代
等
は
高
騰
が
続
き
、
そ
の
差
は
大
き

い
。
豊
郷
町
内
で
も
小
規
模
農
家
が
大
規
模
農
家
に

集
約
さ
れ
て
き
た
状
況
の
中
、
農
業
を
や
っ
て
い
く

の
は
絶
対
無
理
と
い
う
大
規
模
農
家
が
増
え
て
く
る

と
町
内
に
お
い
て
も
不
耕
起
農
地
が
増
え
て
く
る
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
米
価
を
肥
料
な
り
の
価

格
と
同
じ
く
ら
い
に
な
る
よ
う
持
っ
て
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
請
願
に
賛
成
と
い
た
し

ま
す
。

請
願
に
対
す
る
賛
成
討
論
（
村
岸
善
一
）

　

委
員
会
で
の
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で「
採
択
す
べ

き
も
の
」と
決
し
、
定
例
会
最

終
日
に
委
員
長
が
委
員
会
報

告
を
行
い
、
本
会
議
に
お
い

て
も
議
員
全
員
賛
成
で
請
願

は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
請
願
内
容
に
賛
成
の
意
思

表
示
を
議
会
が
行
っ
た
こ
と

か
ら
、
議
会
と
し
て
意
見
書

を
関
係
機
関
に
送
付
す
る
こ

と
の
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
内

閣
総
理
大
臣
や
各
担
当
大
臣

等
に
送
付
し
ま
し
た
。
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一般質問一般質問とはとは
議員がその町村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、議員がその町村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものである。所信の表明を求めるものである。

●中島　政幸 議員
・空き家、空地対策について
☆公衆無線LAN(Wi-Fi)整備の拡充について

●日比野　雄二 議員
☆コロナワクチン接種の３回目、12歳以下の計画を問う
・地籍調査の現状を問う

●西澤　博一 議員
☆堆肥化事業の継続に向けて今後の取り組みの展望は
・農業を守るための支援策について
・公共スポーツ施設・設備の充実は

●鈴木 べんいち 議員
・国保基金を活用して来年度の国保税の引き下げを
・補聴器購入費助成事業をもっと使いやすいものに
・再度、障がい者への支援を
・新ごみ処理施設建設に関わるゴミの減量計画などはどうなったのか
☆若者が集える場として「ボードパーク」などの検討を

●今村　恵美子 議員
・後年度負担を作らず、地域経済循環型の町政運営を
☆町介護保険事業を問う
・旧豊郷小学校群の活用について
・改良住宅譲渡事業を進めるために
・広域ごみ処分場建設計画を問う

●高橋　なおこ 議員
・万全の新型コロナ感染症対策を
・子どもの心に寄り添った「生理の貧困」対策を
☆障がい者の実態把握はどうなっているのか
・文書管理方法の改善を
・「樹木も財産」との観点から適正管理を
・プレミアム商品券発行の懸念は解消したのか

☆の質問を掲載しています。

12月定例会では６議員が23問の一般質問を行いました。

[

訂
正
箇
所]

　
第
87
号
Ｐ
20
の
中
島
政
幸
議
員
の一般
質
問
記
事
見
出
し
部
分

[

訂
正
内
容]

　
（
誤
）
優
先
的
に
打
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
た
い

　
（
正
）
優
先
的
に
打
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
た
い

お
詫
び
と
訂
正

8 議会だより とよさと
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一般質問



問　

接
種
３
回
目
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
12
歳
以

下
の
子
ど
も
に
対
し
て
は
ど

う
な
の
か
。

答　

３
回
目
の
接
種
は
３

月
頃
か
ら
集
団
接
種
の
方
を

実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
対
象
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、
１
回
目
２
回
目
の

接
種
を
終
え
た
18
歳
以
上

で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

と
な
り
ま
す
。

　
12
歳
以
下
の
接
種
は
、
薬

事
承
認
申
請
中
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
詳
細
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
は
未
定
で
す
。
対
象

者
の
年
齢
が
５
歳
以
上
、
12

歳
未
満
で
あ
り
、
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

コロナワクチン接種の３回目、
　12歳以下の計画は

問　

３
回
目
の
接
種
は
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
お
願

い
し
た
い
。
そ
れ
と
、
12
歳

以
下
に
つ
い
て
、
医
療
機
関

は
ど
こ
か
。

答　

３
月
よ
り
も
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
と
い
う
事

で
す
が
、
国
の
方
針
が
６
ケ

月
に
短
縮
し
て
も
良
い
と
示

さ
れ
れ
ば
、
町
の
接
種
体
制

の
確
保
が
先
決
で
、
高
齢
者

か
ら
始
め
る
の
で
暖
か
い
時

期
等
も
視
野
に
入
れ
て
早
期

に
実
施
出
き
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。

　
子
ど
も
さ
ん
の
接
種
に
つ

き
ま
し
て
は
、
彦
根
医
師
会

（
小
児
科
）
と
豊
郷
病
院
の

方
に
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
、
彦
根
市
内
の
小
児

科
に
、
１
市
４
町
の
子
ど
も

さ
ん
が
全
て
行
く
と
小
児
科

さ
ん
の
方
も
体
制

と
し
て
は
厳
し
い

の
で
、
彦
根
医
師

会
の
方
と
打
合
せ

検
討
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

日比野 雄二 議員
３回目→18歳以上で令和４年３月より実施予定
12歳以下→５歳以上は医療機関で個別接種、時期未定

鈴木 勉市 議員

問

答

問　

将
来
の
町
づ
く
り
を

見
据
え
た
時
、
若
者
が
住
み

や
す
い
町
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
、気
軽
に
若
者
が
集
い
、

遊
べ
る
ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ

ッ
ト
や
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
新
規
種
目
と
し
て
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ス
リ
ー

オ
ン
ス
リ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
な
ど
、
若
者
に
と
っ
て

手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
が
競
技
と

し
て
採
用
さ
れ
、
や
っ
て
み

た
い
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
に
な

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
町

内
で
も
、
中
高
校
生
を
中
心

に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
し
て

い
る
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
議
員
が
言
わ

れ
る
若
者
が
住
み
や
す
い
町

づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
気
軽

に
若
者
が
集
え
る
環
境
整
備

も
必
要
な
施
策
だ
と
思
い
ま

す
。
総
合
計
画
に
は
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る

場
づ
く
り
と
し
て
、
豊
栄
の

さ
と
の
公
園
機
能
の
強
化
も

挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
若
者
が
ど
う
い
っ
た
も

の
を
望
ん
で
い
る
か
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
中
長
期

的
に
状
況
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

問　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
言

わ
れ
る
競
技
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
影
響
で
最
近
、
道
路
で

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
で
遊
ん
で

い
る
中
高
校
生
の
姿
を
私
も

よ
く
見
か
け
ま
す
。
土
・
日

に
な
る
と
、
豊
栄
の
さ
と
の

駐
車
場
で
若
い
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を

や
っ
て
い
ま
す
。
私
も
遠
く

か
ら
見
に
行
き
ま
し
た
が
、

よ
く
見
る
と
新
幹
線
側
の
駐

車
場
に
渡
る
橋
に
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
の
跡
と
い
う
か
、
い

ろ
ん
な
色
が
つ
い
て
い
ま
し

た
。そ
れ
で
、例
え
ば
で
す
が
、

豊
栄
の
さ
と
の
駐
車
場
を
利

用
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
で
き

な
い
か
、
若
者
が
集
え
る
そ

の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る
検

討
を
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

事
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

答　

管
理
も
含
め
て
注
視

し
て
い
き
た
い
。

若者が気軽に集える
　ボードパークなどの検討を
必要な施策だと考え、中長期的に注視していきたい

問

答

9  議会だより とよさと
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問　

生
ご
み
の
量
が
年
々

増
加
し
て
、
今
後
の
事
業
展

開
を
見
据
え
た
と
き
、
新
た

な
処
理
施
設
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
答

弁
を
求
め
ま
す
。

① 
処
理
施
設
の
経
過
年
数
と

処
理
等
の
対
応
状
況
は
ど

う
か
。

② 

生
ご
み
の
年
間
量
、
現
状

と
近
年
の
推
移
は
ど
う

か
。
ま
た
、
今
後
の
見
込

み
量
は
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
か
。

③ 

堆
肥
化
事
業
に
つ
い
て
の

評
価
と
、
肥
料
の
活
用
状

況
は
。

④ 

取
組
の
今
後
の
展
望
も
含

め
、
新
た
な
処
理
施
設
等

の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

堆肥化事業の継続に向けて
　今後の取り組みの展望は

答　① 

１
台
目
の
機
械
は
、
稼
働

し
て
か
ら
今
年
で
11
年

目
、
２
台
目
の
機
械
も
今

年
で
９
年
目
と
な
り
ま

す
。

② 

こ
こ
５
年
で
、
会
員
数
が

３
３
０
名
強
で
年
間
の
回

収
量
も
41
ト
ン
、
昨
年
は

47
ト
ン
の
生
ご
み
を
回

収
。積
極
的
に
働
き
か
け
、

二
、三
年
後
に
は
、
年
間

60
ト
ン
程
度
に
規
模
拡
大

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

③ 

家
庭
菜
園
や
花
壇
の
肥
料

と
す
る
た
め
、
大
変
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

④ 

適
正
な
時
期
に
、
省
エ
ネ

タ
イ
プ
の
機
械
に
更
新
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

西澤 博一 議員
適正な時期に機械を更新する

中島 政幸 議員

問

答

問　
自
治
体
が
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

を
導
入
す
る
目
的
は
、
地
域

の
活
性
化
、
観
光
、
防
災
・

減
災
、
災
害
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
な
ど
、
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
備
の
重
要
性

が
増
し
て
い
く
中
、
今
後
、

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の

整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
見
解
を
求

め
ま
す
。

① 

本
町
の
現
状
と
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

② 

防
災
・
減
災
へ
の
対
応
策

に
お
け
る
、
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
導
入
の
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③ 

災
害
時
に
お
け
る
通
信
手

段
の
確
保
策
に
つ
い
て
、

０
０
０
０
０
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

と
い
う
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
の
選
択

を
す
る
こ
と
で
、
一
斉
に

切
り
替
わ
る
仕
組
み
が
あ

り
、
避
難
所
、
公
共
施
設

に
も
災
害
対
応
型
の
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
設
置
が
必

要
と
考
え
る
が
、
そ
の
認

識
は
あ
る
の
か
。

④ 

住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
い
う
面
か
ら
も
、
公
共

施
設
に
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ 

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
備
す
る
こ
と

で
、
各
種
申
請
窓
口
業
務

へ
の
活
用
も
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
自
治
体
も
増
え

て
い
る
が
、
今
後
の
考
え

は
。

答　

０
０
０
０
０
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
に
つ
い
て
は
、
十
分
カ

バ
ー
で
き
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
窓
口
業
務
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

化
に
つ
い
て
は
、
サ
ブ
ス
ク

で
の
利
用
も
考
え
て
は
と
の

事
で
す
が
、
ま
さ
に
、
そ
の

と
お
り
だ
と
は
思
い
ま
す
。

６
町
で
自
治
体
Ｄ
Ｘ
戦
略
会

議
を
今
後
進
め
て
い
き
、
企

画
振
興
課
と
総
務
課
、
担
当

課
も
入
り
、
６
町
で
話
し
合

い
、
ぜ
ひ
推
進
し
て
い
こ
う

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
回
覧
板
の
電
子
化

も
今
進
め
て
お
り
、
今
後
の

普
及
は
、
十
分
承
知
し
て
お

り
ま
す
。

公衆無線LAN（Wi-Fi）設備と
　拡充について
今後の普及は、十分承知しております

問

答
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問　
保
・
幼
・
通
所
施
設
、

小
・
中
・
高
校
、
大
学
、
事

業
所
を
つ
な
ぐ
体
制
は
。

答　

特
別
な
支
援
を
要
す

る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
保
護

者
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
、
個
別
の
教
育
支

援
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
指
導
、
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
進
学
す

る
際
も
進
学
先
に
引
継
ぎ
、

進
学
先
で
の
指
導
支
援
に
生

か
せ
る
よ
う
、
体
制
を
整
備

し
て
い
る
。

問　

専
門
機
関
と
の
連
携

状
況
は
。

答　

相
談
支
援
は
、
障
が

い
児
・
者
合
わ
せ
て
１
２
９

人
。（
障
が
い
児
27
人
、
愛

犬
つ
く
し
利
用
者
は
３
人
）

障
が
い
者
の
就
労
支
援
機
関

で
あ
る
、「
働
き
・
暮
ら
し

湖
東
応
援
セ
ン
タ
ー
：
彦
根

市
」の
町
内
登
録
者
は
36
人
。

　
令
和
３
年
度
、
作
業
所
も

含
め
、
就
労
に
つ
な
が
っ
た

の
は
２
人
。
令
和
２
年
度
の

発
達
外
来
の
ケ
ー
ス
は
新
規

障がい児・者の生涯を通しての
　実態把握と支援策は

２
件
。
町
と
し
て
の
相
談
機

関
の
位
置
づ
け
は
隣
保
館
。

相
談
し
て
頂
き
や
す
い
体
制

を
作
る
の
が
一
番
だ
と
思
っ

て
い
る
。
い
か
に
保
護
者
の

障
が
い
受
容
を
促
し
て
い
く

か
と
い
う
の
が
今
後
の
大
き

な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

問　

自
宅
に
引
き
こ
も
っ

て
い
る
人
の
支
援
体
制
と
、

う
ま
く
関
係
機
関
に
つ
な
げ

た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

答　

就
労
支
援
の
サ
ー
ビ

ス
情
報
を
提
供
す
る
に
留
ま

っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
作
業

所
に
つ
な
ぐ
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
は
ま
だ
至
っ
て
い
な

い
。

高橋 なおこ 議員
関係機関が連携し、寄り添った対応を心がけている

今村 恵美子 議員

問

答

問　
３
点
質
問
し
ま
す
。

① 

令
和
２
年
度
町
介
護
保
険

事
業
決
算
で
、
決
算
剰
余

金
と
準
備
基
金
の
合
計
が

約
５
２
０
０
万
円
で
す
。

第
８
期
介
護
保
険
料
の
引

き
下
げ
の
た
め
、
３
年
間

で
い
く
ら
使
う
予
定
か
。

② 

第
８
期
一
年
目
の
現
時
点

で
事
業
計
画
給
付
費
に
対

す
る
実
績
は
何
％
か
。

③ 

要
支
援
要
介
護
認
定
者
で

利
用
料
が
払
え
ず
サ
ー
ビ

ス
抑
制
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
介
護
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
る
人
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答　① 

３
年
間
で
２
５
０
０
万
円

投
入
予
定
で
す
。

② 

７
ケ
月
で
標
準
給
付
費
全

体
の
53
・
32
％
で
す
。

③ 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
利

用
者
と
の
話
し
合
い
で
調

整
し
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
料
の
滞
納
者
は
11
月
末

で
28
名
で
す
。

問　

必
要
な
時
利
用
で
き

る
た
め
に
、
第
８
期
介
護
事

業
計
画
よ
り
給
付
費
実
績
が

少
な
い
な
ら
、
第
８
期
途
中

で
も
引
き
下
げ
は
考
え
な
い

の
か
。
４
０
０
人
い
る
認
定

者
の
各
段
階
ご
と
の
利
用
抑

制
の
状
況
は
い
か
が
か
。
介

護
保
険
料
滞
納
者
へ
の
町
の

対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。

答　

厚
生
労
働
省
通
知
で

年
度
途
中
の
保
険
料
変
更
は

好
ま
し
く
な
い
と
あ
り
、
引

き
下
げ
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
各
段
階
ご
と
の
利
用
抑

制
の
資
料
は
今
手
元
に
あ
り

ま
せ
ん
。
保
険
料
滞
納
者
の

内
、
20
人
ぐ
ら
い
が
分
納
し

て
い
た
だ
き
、
他
に
１
人
の

方
は
差
し
押
さ
え
を
し
ま
し

た
。

安心できる
　介護保険制度を
第８期事業計画で進めます

問

答

＜豊郷町65歳以上の介護保険料＞
（基準額　6,400円）

所得
段階 課税区分

基準額に
対する
割合

介護
保険料

（月額）
人数

第１
段階

本人
住民税
非課税

世帯
非課税

0.30 1,920円 308
第２
段階 0.45 2,880円 191
第３
段階 0.70 4,480円 162
第４
段階 世帯

課税
0.90 5,760円 207

第５
段階 1.00 6,400円

（基準額） 347
第６
段階

本
人
住
民
税
課
税

1.20 7,680円 333
第７
段階 1.40 8,960円 206
第８
段階 1.50 9,600円 131
第９
段階 1.70 10,880円 44
第10
段階 1.80 11,520円 21
第11
段階 1.90 12,160円 6
第12
段階 2.00 12,800円 13

＊ 県下19市町で介護保険料が一番安いのは、東近江市で
基準額は5,200円です。
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３
月
議
会
の
予
定
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新
型
コ
ロ
ナ
の
急
拡
大
や
記
録
的
大

雪
に
よ
る
日
常
生
活
の
混
乱
と
い
っ
た

状
況
の
中
で
始
ま
っ
た
令
和
４
年
で
し

た
が
、
本
町
で
は
役
場
新
庁
舎
の
完
成

竣
工
と
町
制
50
周
年
記
念
を
迎
え
た
節

目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　

町
議
会
に
お
い
て
も
昨
年
11
月
に
常

任
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
新

し
い
編
集
委
員
の
メ
ン
バ
ー
に
て
今
号

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
少

し
で
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
も

ら
え
る
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

西
澤
き
よ
た
だ

　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
　
高
橋　
直
子　

副
委
員
長　
今
村
恵
美
子

委　
　
員　
辻
本　
　
勇　

　
西
澤　
清
正

編編

集集

後後

記記

３
月 

４
日
㈮ 

９
時
～ 

開
会

 

７
日
㈪ 

９
時
～ 

一
般
質
問

 

24
日
㈭ 

９
時
～ 

採
決
・
閉
会

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で

　
℡
３
５ ｰ 

８
１
３
０

議
会
だ
よ
り
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

副議長　
村岸　善一

議　長
河合　勇

※◎印は委員長、○印は副委員長

　町民の皆様には、日頃より町議会に対しご理解
ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　私たち議会は、町民の皆様から選ばれたという
ことを肝に銘じ、多様化するニーズの変化を的確
に把握し、「住んでよかった」と実感できるよう豊
郷町の未来に向けて誠心誠意努めてまいります。
　今後とも、町議会への一層の叱咤激励をお願い
するとともに、皆様のご健勝ご多幸を心よりご祈
念申し上げます。

　組合議会に選出されている現議員で辞任
を希望される場合は選挙を行うと説明した
ところ、３名の方が辞任されましたので後
任議員の選出を行いました。
　結果は次のとおりです。

臨時議会（11月12日開催）において
議会の新しい構成が決まりました。

（選挙：得票６票）

　常任委員会委員の任期は、豊郷町議会委員会条例第３条に「常
任委員の任期は２年とする。」と定められており、11月13日で２
年となることから、今回の臨時議会において改選を行いました。
　結果は次のとおりです。
総務産業建設常任委員会（６名）

◎ 西澤　清正（推薦） 鈴木　勉市 前田　広幸
〇 辻本　　勇（推薦） 西澤　博一 村岸　善一
文教民生常任委員会（５名）

◎ 今村恵美子（選挙：３票） 河合　　勇 日比野雄二
〇 高橋　直子（選挙：３票） 中島　政幸
予算決算常任委員会（11名）

◎ 中島　政幸（選挙：６票） 他の議員全員
〇 鈴木　勉市（選挙：９票）
議会広報常任委員会（４名）

◎ 高橋　直子（推薦） 西澤　清正 辻本　　勇
〇 今村恵美子（12月14日　副委員長交代・推薦）
議会運営委員会（５名）

◎ 西澤　清正（選挙：３票） 今村恵美子 村岸　善一
〇 中島　政幸（選挙：３票） 高橋　直子
議会選出監査委員

前田　広幸

彦根市・犬上郡営林組合
前田　広幸（選挙：６票）

彦根愛知犬上広域行政組合
西澤　清正
西澤　博一

湖東広域衛生管理組合
日比野雄二
中島　政幸（選挙：６票）

大滝山林組合
村岸　善一（推薦により再選出）

県後期高齢者医療広域連合
中島　政幸


